
 
 
 

 

 三重県信用農業協同組合連合会（代表理事理事長：内藤真毅、以下「当会」）は、株式会社フェ

イガー（代表取締役：石崎貴紘、以下「フェイガー」）と三重県内での農業分野におけるカーボン

クレジットの創出支援を通じた脱炭素農業の推進及び収益化による農業者所得向上、カーボンニュ

ートラル実現に向けた施策検討等を目的とし、包括的連携に関する協定（以下「連携協定」）を締

結いたしました。 

 

１．背景 

昨今、農業分野においては、「みどりの食料システム戦略」の目標である、減化学肥料に伴う

有機肥料の利活用や温室効果ガスの排出抑制等への早急な対応が求められています。当会では、

当該取組みの推進に向け、フェイガーと連携のもと、主に水田の中干し期間延長を通じて農家と

共同した脱炭素農業の推進、その取組成果の収益化による農家還元を検討しております。また、

当会はフェイガーとともに、三重県内での農業由来カーボンクレジットの生成および企業への販

売による J-クレジットの地産地消モデルの実現に向けて、模索している状況にあります。 

２．連携協定内容 

上記背景のもと、当会とフェイガーは、中干し期間延長等の「みどりの食料システム戦略」に

即した取り組みの県内普及、ならびにカーボンクレジット創出についての協業検討を目的とした

連携協定を、次の内容で締結いたしました。 

（１）三重県内の生産者の「水稲栽培における中干し期間の延長」等によるカーボンクレジットに

係る取組み促進および収益化による農業者所得向上に関すること 

（２） 農業由来のカーボンクレジットの販売（地産地消）に関すること 

 

【株式会社フェイガーの概要】 

住所 〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-2-1 新大手町ビル 3階 0 Club 

代表者 石崎貴紘 

設立年月日 2022 年 7月 7 日 

URL https://faeger.company/ 

・株式会社フェイガーは農業由来カーボンクレジットの生成を行っており、農業者への脱炭素の取組

支援およびクレジット化を通じた収益化を行うスタートアップ企業です。 

・中干しとは、水稲の栽培期間中、出穂前に一度水田の水を抜いて多面を乾かすことであり、その中

干し期間を 7日間延長することにより、メタン発生量を 3 割削減できることが確認されています。

メタンガスは GHG の中でも気候変動に与える影響が大きく、メタンガスの温室効果は CO2 の約 25

倍とされており、さらに水田からのメタン排出は、日本のメタン排出量の約 4割を占めていること

から、その抑制は現環境問題に重要な取り組みとなります。 

 

株式会社フェイガーとの連携協定締結について 
～脱炭素農業の推進・農業者所得向上・カーボンニュートラル実現に向けて～ 
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